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新コーナー 　「宇宙作戦群の活動紹介」　
From Koku-Jieitai Space Operations Group  

宇宙作戦群（群司令 1 等空佐杉山公俊）は、10 月 4 日（木）
米宇宙軍デルタ 2（Space Delta2 ）司令官ラジ・アグラ
ワル大佐（Col Raj 
Agrawal） 以 下 の
部隊訪問を受けた。
　 米 宇 宙 軍 デ ル
タ 2 はコロラド州
ピーターソン宇宙
軍基地に所在する
宇宙領域把握を担
う部隊であり、今
回の部隊訪問にお
いて宇宙作戦群か
らは運用状況を含
めた取組等を説明
するとともに、宇
宙領域把握に関す
る幅広い意見交換
等を行った。アグ
ラワル大佐を含む
多くの隊員が初め

ての訪問であり、宇宙作戦群における宇宙領域把握を含む
宇宙作戦能力について高い関心を持ち、活発な意見交換を
通じて相互理解を深めるとともに、さらなる連携強化を
図っていくことで認
識を共有した。
　昼食会では、日米
双方の指揮官及び隊
員が日本食のお弁当
を一緒に食しながら
交流を深め、その後、
指揮官、先任下士官・
准曹士先任及び担当
級それぞれに分かれ
て懇談し、連携強化
に向けて解決すべき課題や今後の部隊間交流等について話
し合った。夕刻からは居酒屋にて日本スタイルの懇親会を
催し、日本酒を飲み交わして大いに盛り上がり、絆を深め
ることができた。
　宇宙空間の安定的
かつ安全な利用を
確保するには、同盟
国・同志国との２国
間・多国間連携が不
可欠である。今回の
デルタ２の訪問を通
じて、日米の宇宙領
域把握を担う部隊間で相互理解と信頼を醸成することがで
きた。宇宙作戦群は引き続き、米国をはじめとする同盟国・
同志国との連携を強化し、宇宙空間の安定利用に寄与して
いく。　　

Group photo of Visitors from DELTA 2 USSF and Space 
Operations Group 

　宇宙作戦群は、自衛隊初の宇宙部隊として 2020 年に 宇宙作戦隊を新編後、2022 年に宇宙作戦指揮所運用隊
を加えた２個隊で新編された新しい部隊です。2023 年にはさらに 2 個隊が新編され、宇宙領域の把握、JAXA
等との連携、多国間連携等、航空自衛隊が新領域である宇宙で担う重要な役割を担任する部隊です。
　宇宙作戦群司令杉山公俊１佐と准曹士先任上治忠善准尉の協力をいただき、連載（予定）で宇宙作戦群の活
動を紹介していきます。初回となる今号は、宇宙作戦群佐藤章太郎 1 曹から「米空軍 DELTA2 との交流」につ
いて寄稿していただきました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福永理事記）

Col Raj Agrawal,Commander of DELTA2 

USSF(Left), Col Sugiyama, Commander of 

Space Operations Group (Right)

CMSgt. Martha Burkhead, Senior 
Enlisted Leader/ DELTA2 USSF(Left), 
WO Fujiwara, Senior Enlisted Advisor/ 
1st Space Operations Squadron(Right)

Social Party at Japanese IZAKAYA. 
DELTA 2 and Space Operations Group

　寄稿    　　　米宇宙軍DELTA2との交流
Interaction with U.S. Space Force Delta2  

宇宙作戦群  １等空曹　佐藤　章太郎
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在日米空軍各基地の行事への参加
JAAGA members participate in the events at U.S. Air Force Base in Japan 

  

4 月 22 日（土）及び 23 日（日）、嘉手納基地におい
て「AMERICA FEST 2023」が 2 日間にわたり開催され、
JAAGA 沖縄支部長丸野夫妻及び沖縄支部相原事務局長が参
加した。
　前回 2014 年の開催から実に 9 年ぶりの実施となり、地
元沖縄はもとより全国から多くの航空ファンが訪れ、主催
者公式発表によると、来場者は 2 日間合計で 7 万人を超え
たとのことであった。
　今年の一般開放
で は、 日 米 の 主 要
な戦闘機や輸送機
の地上展示や嘉手
納基地所在の各部
隊の装備品ブース
の 他 に、 今 回 初 め
ての試みで「STEM

（Science, Technology, 

E n g i n e e r i n g  a n d 

Mathematics）ハンガー」が設けられ、各部隊による実演な
どが行われ、若い世代を対象に科学・技術・工学・数学といっ
た分野への関心を高める体験型イベントが実施され、多く
の親子連れで賑わっていた。
　主催者挨拶の中
で 第 18 航 空 団 司
令 官 デ イ ヴ ィ ッ
ド S. エ グ リ ン 准
将 (Brig Gen David 

S. Eglin) は、2014
年以来 9 年ぶりに
開催出来ることを
大変嬉しく思われ、
地元地域とのより
一層の交流が進むことを期待されていた。また、来場者に
対してこのイベントで沢山の素敵な思い出を作り、ここ嘉
手納基地での米軍人との友好の絆を覚えていてくれること
を願うと共に、その思い出を家族友人の皆さんと共有して
いただけると幸いであると挨拶を締め括られた。
　開催された両日ともに素晴らしい天候に恵まれ、基地内
滑走路上に設けられた来場者用駐車場はほぼ満杯に近い状

態となり、多くの装備品や地上展示された輸送機等の機内
見学には大変長い行列ができていた。普段滅多に見ること
のできない装備品や機内を見学できる機会に、多くの来場
者が大変満足した様子であった。また、地元商工会等を通
じて出店されたキッチンカーやフードブースには長蛇の列
が何重にも連なり、こちらも大いに賑わいを見せていた。
   9 年ぶりに開催された嘉手納基地「AMERICA FEST 2023」
は、長らく途絶えていた嘉手納基地地元周辺住民と米空軍
との絶好の友好の場となり、沖縄を取り巻く厳しい安全保
障環境に対する日米同盟の重要さが深く理解された催し物
となったものと思われる。

（相原沖縄支部事務局長記）

  

  2023 横田基地日米友好祭が５月 20 日（土）及び 21
日（日）の両日開催された。例年９月に開催されていたが、
２年間の中止の後に再開された昨年と同様に今年も５月と
なったものである。初日、午後 1 時から祝賀レセプション
が行われた。周辺自
治体、協力団体、官
公署の長等ととも
に、航空自衛隊から
は航空総隊司令官鈴
木康彦空将、同副司
令官森田雄博空将
をはじめ、 航空総隊
主要幹部、近隣部隊
長、横田基地司令石
井浩之１等空佐等が招待された。JAAGA からは丸茂会長夫
妻、上ノ谷（企画）、川口・藤田・村田（渉外）、竹内（広報）
の各理事が参加した。
　  

嘉手納基地アメリカフェスト 2023
Kadena AB AMERICA FEST 2023

2023 横田基地日米友好祭
Yokota AB opens door for the 2023 Japanese 

-American Friendship Festival 

AMERICA FEST 2023 takes place at 
Kadena Air Base, April 22 and 23

Brig Gen David Eaglin, 18th Wing 
and Kadena Air Base Commander, makes 
a welcome speech

Col Rodan and JAAGA Chairman 
Marumo and his wife, surrounded by 
members

Col Rodan offering a greeting at celebratory reception garden 
in which azalias are in full bloom
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このレセプションはこれまで下士官クラブで行われていた
が、米空軍横田司令官ラダン大佐（Col Andrew L. Rodan, 

Commander of Yokota AB）の発案によって会場がラウンジ
とその前庭に変更され、参加者は盛りのツツジと新緑に囲
まれて懇談と会食を楽しんでいた。会の冒頭、大佐は「こ
の友好祭は、我々の基地、使命、文化を日本の皆さんに知っ
ていただくよい機会である。運営に当たった隊員、ご協力
いただいた多くの方々に感謝したい」と挨拶された。
　飛行場には米空
軍と空自の輸送機

（C-17A、C-5M、
C-2） や 戦 闘 機

（F-35A、F-16C、
F-15J、F-2A） な
ど が 次 々 と 着 陸
し、例年の２倍近
い 193,000 人の来
場者（Yokota AB HP）は、迫力あるステージ演奏やおな
じみのアメリカンフードとともに友好祭を大いに楽しんで
いた。

（竹内理事記）

 9 月 23 日（土）、米空軍三沢基地下士官クラブホールルー
ムで米軍三沢基地司令官リチャード大佐の主催により、
2023 米空軍創立 76 周年記念晩餐会（エアフォース・ボー
ル）が開催された。
　JAAGA からは丸茂会長代理として池添三沢支部長夫妻
及び山本事務局長
夫妻が参加した。
招待者として航空
自衛隊からは北部
航 空 方 面 隊 司 令
官、第３航空団司
令、北部航空警戒
管制団司令、北部
航空方面隊及び第

３航空団の准曹士先任、また三沢市から三沢市長、市議会
議長をはじめ各関係団体が招待された。
　晩餐会に先立ち、
17 時からソーシャ
ルタイムがあり 18
時から晩餐会が開催
された。リチャード
大 佐 は「 こ の 特 別
な機会に、参加して
くれたすべての人に
心から感謝する。私
たちはあなたが素晴らしい時間を過ごしたことを願ってい
る」と挨拶した。
　晩餐会は国旗・軍旗入場、日米国歌斉唱、お祈り、来賓
紹介、戦没隊員及び行方不明者のための行事後、リチャー
ド大佐の挨拶後、夕食会と続き、歓談、ケーキカットが行
われ、空軍歌斉唱で晩餐会が終了となった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（池添三沢支部長記）

　　
　10 月 7 日（ 土 ）、 第 18 航
空団司令官（Commander of the 

18th Wing） ニ コ ラ ス・B・ エ
バ ン ス 大 佐（Col Nicholas B. 

Evans）の主催により、第 76
回嘉手納基地米空軍創立祝賀
会（エアフォースボール）が開
催された。例年基地内の下士
官クラブで実施されていたが、
今回は「FIBA バスケットボー
ルワールドカップ 2023」の会

場となった沖縄アリーナで実施された。広い沖縄アリーナ
の会場一杯に並べられたテーブルは、米空軍人及びその家
族で埋め尽くされていた。
　祝賀会は、17 時からカクテルタイムがあり 18 時から開
始された。日米両国
歌独唱、祈祷、来賓
紹介、殉職軍人のた
めのセレモニーの
後、ニコラス・B・
エバンス大佐の挨拶
に続いて祝賀会が催
された。
　壇上では琉球舞

19,300 visitors, twice as many as usual

エアフォースボール（三沢基地）
Air Force Ball at Misawa AB on Sept.23 

Group Photo of Participants

C o l  R i c h a r d ,  M r. I k e z o e ( R i g h t ) ,
Mr.Yamamoto (Left), and their wives

Cake cutting for Celebrating 76th 
Anniversary

エアフォースボール（嘉手納基地）
Air Force Ball at Kadena AB on Oct.7 

Tables filling the entire venue at 

Okinawa-Arena

Col Evans Offering a 
Greeting
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踊 団 の 方 々 が 琉
舞・エイサー等を
披露して会場を盛
り上げていた。途
中一番若い軍人と
一番年取った軍人
の 2 人によるケー
キ カ ッ ト で 76 周
年を祝った。また、
壇 上 で 行 わ れ た
パーティーシャツ・コンテスト（Party Shirt Contest）では、
各部隊の代表者が上着で隠された柄のワイシャツを独自の
ダンスパフォーマンスとともに披露し、会場が大きな笑い
と拍手の渦に包まれ、出席者全員が本祝賀会を大いに楽し
んでいる様子が伺われた。
　最後に参加者全員で空軍歌を斉唱し祝賀会は終了となっ
た。引き続きダンスタイムが行われた。
　自衛隊からは南西航空方面隊司令官谷嶋空将、各部隊指
揮官及び各部隊准曹士先任が出席されていた。JAAGA か
らは沖縄支部長丸野、及び同事務局長の相原が出席した。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 （丸野沖縄支部長記）

　 米 空 軍 創 設 76
周年を祝う横田基
地 Air Force Ball
が、10 月 16 日（土）
1800 から横田基
地格納庫 1587（東
地区格納庫）にお
いて、米空軍横田
基地司令主催で開
催された。
  国旗掲揚、日米
国家斉唱及び祈り
の後、米空軍メン
バーによる横田侍太鼓の演奏、ケーキカット、鏡開きなど、
日米の伝統が融合したユニークなセレモニーが行われた。
　ゲストスピーカーの第５空軍副司令官ジェシー・フリー
デル准将（Brig Gen Jesse Friedel, 5AF/Dept Commander）の
挨拶等が行われ、米空軍が自由で開かれたインド太平洋を
維持するために不可欠な存在であることを出席者に再認識
させた。
　今回の横田 Air Force Ball は主催者である第 374 空輸

航空団司令官アン
ドリュー・ラダン
大 佐 (Col Andrew 

Roddan, 374th Airlift 

Wing commander)
が一人でも多くの
人に参加してもら
いたとの思いから、
会場を東地区格納
庫に移しての初めて
の開催であった。
　地元の首長夫妻等
多数招待されるとと
もに、空自からは航
空総隊司令官鈴木康
彦夫妻、横田基地司
令 石 井 浩 之 1 佐 夫
妻等多くの自衛官等 
が出席されていた。
JAAGA か ら は 荒
木、金子及び浅井理
事が参加した。美味
しい食事や会話とと
もに楽しい音楽やダ
ンス等、祝いの宴は
夜遅くまで続いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
         
　　　（浅井理事記）

エアフォースボール（横田基地）
Air Force ball at Yokota AB on Oct.16

The Ryukyu Dance Team plays the 

“Eisa”, Okinawa’s traditional dance on 

the stage 

(Left to right) Chief Master Sgt Jerry 

Dunn, Col Andrew Roddan,Airman 

1st Class Kamren Chau, and Col Ryan 

Vetter, cut a cake

(Left) Col Andrew Roddan, 374th 

Airlift Wing commander, gives opening 

remarks   (Right) Brig Gen Jesse Friedel, 

Fifth Air Force deputy commander, 

speaks during the 76th annual Air Force 

Ball

夜遅くまで続いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

JAAGA Directors with Brig Gen Jesse 

Friedel and Mrs.Friedel

Team Yokota leadership breaks open a 

barrel of celebratory Japanese sake

サンタクロース　
作：宇山 OB
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6 月 16 日（金）、JAAGA 沖縄支部は沖縄支部正会員並び
に賛助会員を対象とした在沖縄自衛隊と米空軍嘉手納基地
への研修を実施した。

この研修は激化する安全保障環境の中心地である南西諸
島地域で、日本の防衛を担う航空自衛隊南西航空方面隊と
米空軍第 18 航空団などを視察し、特に民間の支援者である
個人賛助会員の方々に現下の安全保障環境を実地に理解し
ていただき、もって自衛隊と在日米空軍の取り組みに対す
る理解及び支援をいただく事を目的とし、昨年に引き続き
2 回目の実施となった。

昨年は空自那覇
基地所在部隊のみ
の 研 修 で あ っ た
が、今年は陸自那
覇駐屯地での戦史
ジオラマ研修と海
自5空群P-3C研修
と在沖縄陸海自衛
隊部隊の研修も取
り入れ、複合的観
点から南西方面周域での自衛隊活動を理解していただい
た。

午後は米空軍第 18 航空団が所在する嘉手納基地へ移動
して概況説明を受けた後、車窓からの大型輸送機等の視察
並びに格納庫内においては退役が決まった F-15C 戦闘機の
段階的米本土への帰還に伴い暫定配備されている戦闘機等
を研修することが
できた。

現在嘉手納基地
には F-35A ステル
ス戦闘機と F-15E
ストライクイーグ
ルが米本土などか
ら飛来しており、米
空軍のインド太平
洋地域における戦略的プレゼンスを広く内外にアピールし
ている事を間近で理解していただくことができた。

当研修に関しては、南西地域における自衛隊及び米軍の
活動状況を広く知っていただくとともに、JAAGA 沖縄支部
の活動への今後益々の理解並びに支援をいただけるよう、
今後も継続的に実施することを検討している。

9 月 9 日（土）、JAAGA 沖縄支部は支部として初のバー
ベキュー懇親会を、那覇市久茂地の商業ビル屋上において
開催した。

懇親会には、空自南西航空方面隊副司令官中島将補、南
西航空警戒管制団（南警団）司令世良将補、南西高射群司
令山崎 1 佐、南西航空音楽隊（南音隊）隊長三宅 3 佐の各
指揮官司令官に加え、南西航空方面隊准曹士先任上原准尉、
南警団准曹士先任小暮准尉、那覇基地准曹会長遠藤 1 曹に
参加していただいた。

今回は、特に賛助会員の皆さんに直接各准曹士先任との
懇親の機会を設け、南西域最前線部隊における准曹士隊員
の現場レベルにおける実情等を理解していただければと計
画した。

バーベキューに関しては、夏季休暇明けの南警団司令や
南音隊長から各先任の方々等、多くの参加者が率先して焼
き物係を買って出ていただき、煙に包まれながらお肉野菜
等の調理にあたっ
ていただいた。

9 月最初の週末、
残暑厳しい中での
開催ではあったが、
ビル風の心地よい
雰囲気のなか、これ
まで以上にビール
等片手に懇親を深
める事ができた。そ
のなかで、それぞれ
の出身地の話題となり、奇遇にも同じ高校の先輩後輩の仲
という賛助会員さんと某司令が居られ、若き高校時代の話
に花が咲いておられた。

これまで沖縄支部では、JAAGA 表彰式前の懇親会のみの
開催であったが、今後は在沖空自関係者との懇親の機会を
多く持ち、いずれは JAAGA 沖縄支部主催の「在沖日米空
軍関係者懇親会」を実施したいと思っている。

沖縄支部では、今後も機会を捉えて会員及び賛助会員相
互の交流並びに在沖空自関係者との懇親を深め、JAAGA 活
動をより一層発展させていこうと考えている。

（沖縄支部便り：相原沖縄支部事務局長記）

JAAGA 沖縄支部便り 
JAAGA Okinawa branch news 

現地研修開催
Holding of field training

バーベキュー懇親会開催
Barbecue social gathering held 

JAAGA Okinawa branch hosts BBQ 
party inviting Koku-Jieitai commanders 
and Senior Enlisted Leaders, September 
9

M a j  G e n  S u z u k i ,  m i d d l e ,  C o l 
Inadome, Flight Group Commander of 
9th Air wing, left, and JAAGA visitors

JAAGA members in front of F-35 and 
F-18s at the USAF Kadena Air Base
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JAAGA 理事の活動紹介　「財務理事」
　今回は「理事の活動紹介シリーズ」のトリとして財務理事の活
動をご紹介いたします。
　財務理事の主な活動は、①会員皆様に対する年会費納入案内
業務、②年度を通した出納業務（日 の々資金管理）、③決算報告、
④年度予算案の策定、⑤各種イベントにおける会計業務などで
す。財務は貴重な資金をお預かりしていることから、金銭トラブ
ルは許されません。帳簿管理業務と払出し・振込み業務を分離
するとともに、筆頭理事による財務理事間の恒常業務のやり取り
確認（メールチェック）など、２重３重のチェック体制を確保しな
がら日 の々業務を実施しています。
　本年５月、新型コロナウイルスの位置づけが季節性インフルエ
ンザ並の「５類」に移行されましたが、コロナ禍を契機として財
務理事の活動形態も大きく変化しました。
  コロナ禍以前は、ＪＡＡＧＡ各理事が担当事業で発生した立替
え金（物品購入や業者への支払い）
を財務に請求し、それを受けた財務
理事が都度現金を引出し、定例会議
等の機会を捉えて「１円単位」で封
筒詰めして手渡ししていました。まさ
に大昔の「給料現金渡し」のスタイルです。しかし、定例会議
に毎回全員が集まる訳でもなく、渡しきれない現金は財務理事
が手元保管する状況でした。何ヶ月も定例会議に出席していな
い理事が、めずらしく出席したと思ったら、当然のごとく立替え金
の支払を求められるなど・・・　まあ、大変な状況でした。さら
に、コロナ禍に見舞われてからは、定例会議はリモート主体とな
り、各理事と会う機会は激減、立替え金の支払いは何ヶ月も滞る
状況となってしまいました。　　　
　「この閉塞状態を打破するには、インターネット・バンキングに
移行するしかない。」ということで、ＪＡＡＧＡにおいても遅れば
せながらオンラインによる出納業務へと舵を切った次第です。結
果として、帳簿管理担当者の記帳の機会が激減し、支払い担当
者の現金引出し・振込みのための

「銀行詣」が不要となるなど、いわ
ゆる「働き方改革」が飛躍的に進
みました。
　同様に、本年度から総会に続く
懇親会費を事前振込とさせて頂き
ました。過去の例を紐解きますと、
懇親会当日に会費を頂くことは大
変な作業で、事前に領収書やお釣りのための大量の千円札を準

備して（これが結構骨が折れまして・・・）、出席者名簿を逐一
照合しながら受付作業を進めていきます。戦場のような受付業務
が一段落したところで、頂いたお札を中間集計。この作業は、懇
親会が始まっても何回も続きます。そして、当日お預かりした多
額の現金は、その日のうちに会場ホテルへ払込みを行い、財務理
事の受付業務は終了となります。今回からの懇親会費の事前振
込み制の導入により、上記作業がほぼ無くなったことから、財務
理事を始め、当日受付を担当する他の理事の「働き方改革」が
一段と進みました。
 　財務理事の活動に関する

「働き方改革」は、この他の
事業にも順次適用を開始して
おります。年２回の米軍基地
研修における会計業務です。
年２回の米軍基地研修（横田基地＋隔年での嘉手納基地 or 三
沢基地）では、これまでは参加費を当日現金で頂いておりました。
当日多額の現金をお預かりし、研修の期間を通して管理する会
計担当理事の負担は決して少なくありませんでした。さらに、近
年のキャッシュレス化の浸透のためか、米軍基地研修参加者の
中には、当日ご自宅から集合場所までの間にＡＴＭで現金を準備
される方がいらっしゃいます。しかしながら、嘉手納基地や三沢
基地研修においては、出発地である入間基地の最寄り駅から集
合場所までの間にＡＴＭはございません。米軍基地研修参加者
及び会計担当理事の負担軽減の観点から、今後とも参加費は原
則として事前振込とさせて頂くこととしております。
　この他、年会費を納めて頂く業務に関しては、試行錯誤の毎
日です。年会費を滞納されている方へのご案内（この業務は結
構辛いです・・・）、過払い（又は不足 )の方への対処、年会費
を納入して頂いたにも係わらずお名前が分からない方への対応
等々、日々勉強させて頂いております。一方で、大変有り難いこ
ともあります。年会費納入業務に関する電話での問合せにおいて、
これまでにご面識のない大先輩から１時間も、貴重なお話しを頂
いたことや郵便振替の振込取扱通信欄に励ましのお言葉を頂い
た時などは、これまでの労苦が吹き飛び、心機一転、今後も業
務に邁進しようと思う次第です。
　財務理事の仕事は究極の裏方であり、ミスなく実施することが
当たり前とされる業務です。それ故に財務理事一同、今後も気を
引き締めて金銭トラブルの防止に努めつつ、ＪＡＡＧＡの各種活
動をお支えして参る所存です。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平元理事記）　
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　 日 米 エ ア フ ォ ー ス 友 好 協 会（JAAGA） は、 お 蔭 様 で 令 和 6 年 7 月 で 創 立 28 周 年 を 迎 え ま す。 
日米同盟の深化進展に伴い、日米両軍の絆はより強固なものに発展してまいりました。「JAAGA だより」も、
JAAGA 活動の広報と空自、米空軍のサポーターとしての役割を、より一層充実発展させていきたいと考えて
います。
　ご愛読の皆様（会員に限らず現役隊員の皆様）からの投稿は大歓迎です。また、皆様の忌憚のないご意見
やご感想も是非お寄せいただきたくお待ちしています。
　 【連絡先】    （郵便）      〒 160-0002　東京都新宿区四谷坂町 9 番 7 号　
　　    　　　  　　　　　　　 ZEEKS 四谷坂町ビル 3F
　　　　　　   　　　　　　　日米エアフォース友好協会　広報係
　    　　　　（メール）   pubaffair@jaaga.jp

投稿募集のご案内

    
　
　日頃から JAAGA 設立の趣旨に賛同され当会の活動にご協力いただき、ありがとうございます。三沢基地、横田
基地、嘉手納基地の研修に参加された賛助会員の皆様には、当方から所感文の寄稿をお願いし、研修の意義のみな
らず JAAGA の多様性をも噛みしめられるような味わい深い所感を頂戴しているところです。
　このような寄稿に加えて、法人、団体、個人の賛助会員の皆様からの投稿も、幅広く募集しております。
　テーマは自由、1 件につき JAAGA だより 1 ページ以内程度（400 ～ 2,000 字程度）、写真、図表等を含めていた
だいても結構です。細部要領等は広報係からご連絡いたします。
　JAAGA 入会に至った経緯、企業・団体の概要、個人の活動等の概要、JAAGA に対する要望、航空自衛隊・米空
軍に対する貢献活動等、日米現役隊員に対する期待・激励等、思うところを自由にお書きください。
　賛助会員の皆様の積極的な投稿を、お待ちしています！

【法人賛助会員の皆様】29 社
株式会社 IHI、 株式会社 IHI エアロスペース、 株式会社石橋オフィスサポート、 伊藤忠商事株式会社、 株式会社エク
シオテック、 沖電気工業株式会社、川崎重工業株式会社、 株式会社シー・キューブド・アイ・システムズ、 株式会社
SUBARU、 住友商事株式会社、 双信商事株式会社、 双日株式会社、 東京航空計器株式会社、 東芝インフラシステムズ
株式会社、 日本電気株式会社、 日本飛行機株式会社、 ノースロップ・グラマン・ジャパン、 富士通株式会社、 渕上建
設工業株式会社、 Boeing Japan 株式会社、 丸一土地建物株式会社、 丸紅エアロスペース株式会社、 三菱重工業株式会
社、 三菱商事マシナリ株式会社、 三菱商事株式会社、 三菱電機株式会社、 三菱プレシジョン株式会社、 株式会社武蔵
富装、 ロッキード マーティン グローバル インコーポレーテッド

【団体賛助会員の皆様】２団体
ハイフライト友の会、三沢市防衛協会

【個人賛助会員の皆様】101 名

賛助会員の皆様へ

新入会員紹介
正会員（３名）

個人賛助会員（８名）

氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所
川波　清明 東京都新宿区 秋山　圭太郎 千葉県市川市 石橋　英治 千葉県松戸市

氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所
若目田　壮志 東京都豊島区 天坊　真彦 東京都世田谷区 新城　正巳 沖縄県国頭郡
小山　祥子 栃木県下野市 西脇　光夫 石川県小松市 武井　久直 東京都西東京市
大場　馨 東京都西東京市 山田　みよ子 埼玉県川越市
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○ 今期は、関係各位のご努力で、新たに正会員３名、賛助会員 8 名の合計 11 名の入会を得ることができました。
○ 令和 5 年 11 月 30 日現在、正会員数 259 名、個人賛助会員数 101 名、団体賛助会員数 2 団体、法人賛助会 　
　員数 29 社となっております。
○ 今後とも、会員の皆様の勧誘、推薦、情報提供に関するご協力、ご支援を是非とも宜しくお願い致します。
    なお、本会への入会につきましては、次のとおりです。
    推薦、若しくは、情報提供を頂いた方には直接会員担当理事から連絡させていただきます。
　　【入会資格】
　　　正   会   員  ： 航空自衛隊の OB
　　　賛 助 会 員  ： 航空自衛隊の OB 以外の方。正会員 3 名の推薦が必要です。
　　【連絡先】
　　　郵  便  　    ：〒 160-0002
　　　　　　　　 　　東京都新宿区四谷坂町 9-7　ZEEKS 四谷坂町ビル 3F　
　　　　　　　　 　　　　　日米エアフォース友好協会　会員係
　　　メール 　　 ：membership@jaaga.jp

◆「だより」の編集作業をしているとき「J アラート」の発令がテレビから流れ不気味な恐怖を感じた◇世界ではロ
シアがウクライナを侵略しパレスチナ情勢は混迷を深めている中で、日本の周辺では中国が軍事的な力を強め北朝鮮
のミサイル開発が進んでいる◇平和を守る軸となる日米同盟、中でも重要な日米空軍・宇宙軍の協力・連携に微力で
も力になれることを祈る◇だより 65 号の発行に際して多くの方から投稿をいただき、お陰様で充実した紙面になっ
た。読者の皆様に心より感謝し、引き続き個性とチームワークで「JAAGA だより」の編集に取り組む所存◇今号か
ら「JAAGA 理事の活動紹介」の連載を終了し、新たに「宇宙作戦群の活動紹介」の連載を開始した（編集長）

◆挿絵にいただいている「日々笑進」に支えてもらっています（F） 
◆日常が戻り忙しい日々ですが、その忙しさに幸せを感じる今日
この頃です。年末年始に向け元気に前向きに望みましょう（A）
◆先日、防大名物「棒倒し」を間近で見ました。純粋に肉弾相見
える姿を見て、懐かしい思いとともに一心不乱に自分の持ち場を
果たすことの大切さを思い出しました。編集頑張ります！（I）
◆めまぐるしく変化する世界情勢…。酷暑、長く厳しい残暑と一
気に深まる秋、これまでとは違った季節の移ろい…。四季折々の
美しさがあり、人々が和やかに暮らせる素晴らしい日本であり続
けて欲しいと思います（O）
◆ようやく以前の毎日が戻り各種交流も活発になってきました
が、急激な bounce back に消化（アルコール分解）不良気味です（S)
◆各地で航空祭が復活しています。新入隊員入隊募集のためにも
喜ばしいことです（T）

編集担当（広報理事）：福永充史、浅井玲、池田五十二、太田徹、菅原政弘、竹内由則
JAAGA だよりは、ホームページからもご覧いただけます（創刊号から第 49 号までは「20 年の歩み」に掲載）。
　　　　　　　　（JAAGA ホームページ： http://www.jaaga.jp/）

会員募集

編集後記

作：山本康正 OB


